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特
集
２　
反
原
発
運
動
第
２
ス
テ
ー
ジ

青
森
県
大
間
町
。「
大
間
マ
グ
ロ
」
や
「
本
州
最

北
端
の
地
・
大
間
崎
」
で
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。
大
間
町
か
ら
函
館
市
ま
で
は
津
軽
海
峡
を
挟
ん

で
約
18
㎞
で
、
町
民
は
フ
ェ
リ
ー
で
函
館
に
通
院
や

買
い
物
に
訪
れ
ま
す
。
ま
た
、
大
間
町
観
光
で
は
、

夏
場
に
行
わ
れ
る「
日
曜
日
は
マ
グ
ロ
だ
Ｄ
Ａ
Ｙ
！
」

で
の
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
や
函
館
夜
景
を
横
か
ら
見

る
「
横
や
げ
～
」
が
好
評
で
す
。

一
方
的
な
建
設
工
事
再
開

さ
て
、
こ
の
大
間
町
に
原
発
立
地
の
話
が
出
た
の

が
１
９
７
６
年
。
紆
余
曲
折
を
経
て
２
０
０
８
年
４

月
に
原
子
炉
設
置
許
可
が
出
さ
れ
、
同
年
５
月
に
事

業
者
で
あ
る
電
源
開
発
㈱
は
大
間
原
発
の
建
設
工

事
を
開
始
し
た
も
の
の
、
２
０
１
１
年 

３
月
11
日

の
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
り
進
捗
率

37
・
６
％
で
工
事
は
「
休
止
」
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
電
源
開
発
㈱
は
、
２
０
１
２
年
10
月
１
日
一

方
的
通
告
に
よ
っ
て
工
事
を
再
開
さ
せ
ま
し
た
。
同

日
、
事
後
報
告
に
訪
れ
た
電
源
開
発
㈱
常
務
に
対
し

て
、
函
館
市
長
は
「
私
ど
も
が
無
視
さ
れ
た
形
で
納

得
で
き
な
い
」
と
憤
り
ま
し
た
。
そ
の
後
10
月
15
日

に
は
、
函
館
市
長
や
近
隣
の
首
長
、
各
市
議
会
議

長
、
函
館
商
工
会
議
所
会
頭
な
ど
が
国
や
電
源
開
発

㈱
を
訪
れ
、
工
事
再
開
の
中
止
を
要
請
し
、
電
源
開

発
㈱
に
は
質
問
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
回
答
が

10
月
31
日
に
あ
り
ま
し
た
が
、電
源
開
発
㈱
側
は「
公

開
」
で
会
う
こ
と
を
拒
否
し
回
答
を
郵
送
す
る
と
い

う
態
度
で
し
た
。
函
館
市
長
は
、「
ま
と
も
に
答
え

て
い
な
い
」「
事
実
上
の
無
視
」と
非
難
し
て
い
ま
す
。

函
館
市
長
は
、「
脱
原
発
」
や
「
反
原
発
」
で
は

な
く
「
大
間
原
発
無
期
限
凍
結
」
を
主
張
し
て
い
ま

す
。
そ
の
理
由
は
「
原
発
の
新
設
は
、
福
島
原
発
の

大
事
故
を
起
こ
し
た
わ
れ
わ
れ
の
世
代
が
判
断
す
る

こ
と
で
は
な
く
、
他
の
安
全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の

状
況
を
見
な
が
ら
、
将
来
世
代
の
判
断
に
委
ね
る
べ

き
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
た
ち
と
考
え
方
は
違
い

ま
す
が
、
ま
ず
大
間
原
発
の
建
設
中
止
に
協
力
し
て

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
や
核
燃
サ
イ
ク
ル
の
阻
止
に
つ

な
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

風
向
き
は
変
わ
っ
た

大
間
原
発
に
対
す
る
反
対
運
動
は
、
明
ら
か
に
ス

テ
ー
ジ
が
変
わ
り
ま
し
た
。
何
幕
目
の
第
何
場
な
の

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
大
間
原
発
に
幕
を
降
ろ
す

時
期
は
近
づ
い
て
い
ま
す
。
函
館
市
が
11
月
１
日
に

訴
訟
担
当
窓
口
を
新
設
し
、
同
月
５
日
に
は
訴
訟
準

備
金
の
予
算
化
を
市
議
会
各
会
派
に
説
明
す
る
な
ど

具
体
的
に
訴
訟
の
準
備
に
入
っ
た
こ
と
、
今
年
６
月

に
約
30
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
大
間
町
現
地
で
の
反

原
発
デ
モ
が
11
月
11
日
で
３
回
目
を
迎
え
た
こ
と
、

大
間
町
や
隣
接
村
の
住
民
の
不
安
が
声
に
出
さ
れ
て

き
て
い
る
こ
と
、
函
館
商
工
会
議
所
が
今
年
７
月
に

行
な
っ
た
原
発
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
会
員
の

34
％
に
あ
た
る
２
５
５
社
か
ら
回
答
が
あ
り
、「
安

全
対
策
を
実
施
し
た
上
で
当
面
は
再
稼
働
し
、
段

階
的
に
減
ら
す
」
が
71
％
、「
一
切
再
稼
働
す
る
べ

き
で
は
な
い
」
が
23
％ 

で
あ
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、

大
間
原
発
訴
訟
の
会
で
は
２
０
１
０
年
７
月
に
建
設

工
事
の
差
し
止
め
他
を
求
め
て
函
館
地
裁
に
国
と
電

源
開
発
㈱
を
提
訴
し
現
在
係
争
中
で
す
が
、
入
会
の

申
し
込
み
が
連
日
の
よ
う
に
続
く
こ
と
等
々
。
ど
れ

も
小
さ
く
は
な
い
出
来
事
で
す
が
、
も
っ
と
確
実
な

「
転
」 

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
「
転
」
を
導
く
こ
と

で
納
得
の
い
く
「
結
」
を
得
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
お
お
ば
・
か
ず
お
／
大
間
原
発
訴
訟
の
会
事
務
局
長
、
写

真
提
供
も
筆
者
）

大
間
原
発
建
設
阻
止
の

闘
い

大
場
一
雄

30 年ぶりの大間町反原発デモ


